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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セルラー移動通信システムにおいて端末が複数のシンボルを含むサブフレームを伝送す
る方法であって、
　前記サブフレームの伝送タイミングを現在の伝送タイミングに比べて早めることを指示
するタイミング調整命令を前記端末で受信する段階と、
　前記現在の伝送タイミングが適用される以前のサブフレームが、少なくとも前記サブフ
レームの先頭部と重なるか否かを前記端末で確認する段階と、
　前記以前のサブフレームが少なくとも前記サブフレームの先頭部と重なる場合、前記端
末は、前記サブフレームにおいて前記重なる部分の次の部分から前記サブフレームを伝送
する段階と、
を含む、サブフレーム伝送方法。
【請求項２】
　前記タイミング調整命令は、あらかじめ決定されたステップサイズに基づいて前記サブ
フレームの伝送タイミングを前記現在の伝送タイミングに比べて早めることを指示するこ
とを特徴とする、請求項１に記載のサブフレーム伝送方法。
【請求項３】
　前記サブフレームの前記重なる部分は、前記サブフレームのサイクリック・プリフィッ
クスよりも短いことを特徴とする、請求項１に記載のサブフレーム伝送方法。
【請求項４】
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　前記サブフレームの前記重なる部分は、前記サブフレームのサイクリック・プリフィッ
クスを含むことを特徴とする、請求項１に記載のサブフレーム伝送方法。
【請求項５】
　前記サブフレームの前記重なる部分は、前記サブフレームの一つ以上のシンボルを含む
ことを特徴とする、請求項１に記載のサブフレーム伝送方法。
【請求項６】
　前記複数のシンボルは、ＯＦＤＭシンボルを含むことを特徴とする、請求項１に記載の
サブフレーム伝送方法。
【請求項７】
　前記複数のシンボルは、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを含むことを特徴とする、請求項１に
記載のサブフレーム伝送方法。
【請求項８】
　前記以前のサブフレームが前記サブフレームと重なる場合、前記以前のサブフレームは
、全体が伝送されることを特徴とする、請求項１に記載のサブフレーム伝送方法。
【請求項９】
　セルラー移動通信システムにおいて複数のシンボルを含むサブフレームを用いて通信を
行うように構成された端末であって、
　前記サブフレームの伝送タイミングを現在の伝送タイミングに比べて早めることを指示
するタイミング調整命令を受信し、与えられた伝送タイミングによって前記サブフレーム
を伝送するように構成された無線通信部と、
　前記サブフレームを生成し、前記現在の伝送タイミングが適用される以前のサブフレー
ムが少なくとも前記サブフレームの先頭部と重なるか否かを確認するように構成されたサ
ブフレーム生成部と、
を含み、
　前記以前のサブフレームが少なくとも前記サブフレームの先頭部と重なる場合、前記無
線通信部は、前記サブフレームにおいて前記重なる部分の次の部分から前記サブフレーム
を伝送するように構成される端末。
【請求項１０】
　前記タイミング調整命令は、あらかじめ決定されたステップサイズに基づいて前記サブ
フレームの伝送タイミングを前記現在の伝送タイミングに比べて早めることを指示するこ
とを特徴とする、請求項９に記載の端末。
【請求項１１】
　前記サブフレームの前記重なる部分は、前記サブフレームのサイクリック・プリフィッ
クスよりも短いことを特徴とする、請求項９に記載の端末。
【請求項１２】
　前記サブフレームの前記重なる部分は、前記サブフレームのサイクリック・プリフィッ
クスを含むことを特徴とする、請求項９に記載の端末。
【請求項１３】
　前記サブフレームの前記重なる部分は、前記サブフレームの一つ以上のシンボルを含む
ことを特徴とする、請求項９に記載の端末。
【請求項１４】
　前記複数のシンボルは、ＯＦＤＭシンボルを含むことを特徴とする、請求項９に記載の
端末。
【請求項１５】
　前記複数のシンボルは、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを含むことを特徴とする、請求項９に
記載の端末。
【請求項１６】
　前記以前のサブフレームが前記サブフレームと重なる場合、前記以前のサブフレームは
、全体が伝送されることを特徴とする、請求項９に記載の端末。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、直交周波数分割多元接続（orthogonal frequency division multiple acces
s：ＯＦＤＭＡ）及び類似無線接続方式に係り、特に、送信側における伝送タイミング調
節方法、連続パケットの伝送方法、及びその移動局に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ＯＦＤＭ（Orthogonal Frequency Division Multiplexing）の基本原理は、高伝送率（
High-Rate）を持つデータストリーム（Data Stream）を、低伝送率（Slow-Rate）を持つ
多数のデータストリームに分け、これらのデータストリームを多数の搬送波を用いて同時
に伝送することである。ここで、多数の搬送波のそれぞれをサブキャリア（Sub-carrier
）という。このＯＦＤＭの多数の搬送波間には直交性（Orthogonality）が存在するから
、搬送波の周波数成分は互いに重なっても受信側での検出が可能である。上記の高伝送率
を持つデータストリームは、直／並列変換部（Serial to Parallel converter）により多
数の低伝送率のデータストリーム（Data Stream）に変換され、並列に変換された多数の
データストリームはそれぞれサブキャリアを乗算され、それぞれのデータストリームは合
算され、受信側に伝送される。
【０００３】
　直／並列変換部により生成された多数の並列データストリームは、逆離散フーリエ変換
（Inverse Discrete Fourier Transform：ＩＤＦＴ）を用いて多数のサブキャリアで伝送
することができ、このＩＤＦＴは、逆高速フーリエ変換（Inverse Fast Fourier Transfo
rm：ＩＦＦＴ）を用いて效率的に実装することができる。
【０００４】
　低伝送率を持つサブキャリアのシンボル区間（symbol duration）が増加することから
、マルチパス遅延拡散により発生する時間軸上における相対的な信号分散（Dispersion）
が減少する。ＯＦＤＭシンボルの間にチャネルの遅延拡散よりも長い保護区間（Guard In
terval）を挿入することでシンボル間干渉（Inter-Symbol Interference）を減らすこと
ができる。また、保護区間にＯＦＤＭ信号の一部を複写してシンボルの開始部分に配置す
るとＯＦＤＭシンボルは循環的に拡張（Cyclically Extended）され、よって、シンボル
を保護することができる。
【０００５】
　一方、ＯＦＤＭＡは、ＯＦＤＭ変調方式を用いるシステムにおいて、利用可能なサブキ
ャリアの一部を各ユーザに提供して多重接続を実現する多重接続方法のことをいう。ＯＦ
ＤＭＡでは、サブキャリアという周波数リソースが各ユーザに提供される。すなわち、そ
れぞれの周波数リソースは多数のユーザにそれぞれ独立して提供され、互いに重ならない
ことが一般的である。その結果、周波数リソースは相互排他的に割り当てられる。
【０００６】
　図１は、シングルキャリア周波数分割多元接続（single carrier-frequency division 
multiple access：ＳＣ－ＦＤＭＡ）方式の送信側構造を示す図である。
【０００７】
　ＯＦＤＭＡの変形された方式ともいえるＳＣ－ＦＤＭＡ（ＩＦＤＭＡ、ＤＦＴｓ－ＯＦ
ＤＭＡ）方式は、上りリンク広帯域伝送のために考慮されうる方式である。ＳＣ－ＦＤＭ
Ａ方式では、ＯＦＤＭＡ変調及び多重化（multiplexing）前のシンボルに関して離散フー
リエ変換（ＤＦＴ）符号化が行われる。これにより、入力シンボルは、周波数領域の全伝
送帯域上に拡散され、最終送信信号のピーク対平均電力比（PAPR：peak-to-average powe
r ratio）が低くなり、特に、移動局の送信アンプにおいて要求される動作範囲を減らす
ことができる。
【０００８】
　しかしながら、このような変調方式において送信側がパケットを連続して伝送する途中
にパケットの伝送タイミングを調整する場合、特に、パケット伝送タイミングを早めると
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、連続する２つのパケットが衝突する区間が生じるという問題点がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　したがって、本発明が達成しようとする課題は、サイクリック・プリフィックス（Cycl
ic Prefix; CP）を用いて遅延拡散（Delay Spread）やタイミングずれ（Timing Misalign
ment）による受信性能の劣化を防ぐ無線通信方式において、送信側が伝送タイミングを変
更する時に受信側での受信性能の劣化を防止し、受信複雑度を最小化できる、送信側にお
ける伝送タイミング調節方法を提供することにある。
【００１０】
　本発明が達成しようとする他の課題は、上記の伝送タイミング調節方法を適用する連続
したパケット伝送方法を提供することにある。
【００１１】
　本発明が達成しようとするさらに他の課題は、上記の連続したパケット伝送方法を適用
する移動局を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記の課題を達成するために、本発明の一実施例に係る伝送タイミング調節方法は、受
信側から伝送タイミング調整命令を受信すると、前記伝送タイミング調整命令に応じて伝
送タイミングを調節し、前記調節された伝送タイミングを基準に時間軸で次のシンボルの
ＣＰが以前シンボルと重なる部分を考慮してサイクリック・プリフィックス（ＣＰ）を生
成する過程を含む。
【００１３】
　ＣＰは、チャネル状態を考慮して様々な長さを持つように設計される。簡単に、ＣＰは
二つの互いに異なる長さを持つように設計することができる（すなわち、一般ＣＰ（norm
al CP）及び拡張ＣＰ（extended CP））。例えば、２０ＭＨｚ帯域を用いる３ＧＰＰ Ｌ
ＴＥシステムの場合、一つのシンボルは２０４８サンプルで構成し、各シンボルは６６．
６７ｕｓの長さを有する。このような構成で、一般ＣＰは１４４個または１６０個のサン
プルで構成され、これにより４．６９または５．２ｕｓのチャネル遅延をカバーすること
ができる。拡張ＣＰは、５１２個のサンプルで構成され、これにより１６．６７ｕｓのチ
ャネル遅延をカバーすることができる。
【００１４】
　前記伝送タイミングを調節する過程は、移動局がパケットを連続して伝送する途中に、
前記移動局が伝送するサブフレームの開始タイミングを早める過程を含むことができる。
【００１５】
　前記ＣＰを生成する過程で、前記移動局が伝送するデータから抽出されたＣＰから、以
前シンボルと重なる部分を除去することができる。
【００１６】
　前記ＣＰを生成する過程で、あらかじめ設定された長さから以前シンボルと重なる部分
を除外した残りの長さのＣＰを、前記移動局が伝送するデータから抽出することができる
。
【００１７】
　上記の他の課題を達成するために、本発明の一実施例に係る連続したパケット伝送方法
は、受信側から伝送タイミング調整命令を受信すると、前記伝送タイミング調整命令に応
じて伝送タイミングを調節し、前記調節された伝送タイミングを基準に時間軸で次のシン
ボルのＣＰが以前シンボルと重なる部分を考慮してサイクリック・プリフィックス（ＣＰ
）を生成し、前記生成されたＣＰを含む次のシンボルを連続して伝送する過程を含む。
【００１８】
　前記伝送タイミングを調節する過程は、移動局がパケットを連続して伝送する途中に、
前記移動局が伝送するサブフレームの開始タイミングを早める過程を含むことができる。
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前記ＣＰを生成する過程で、前記移動局が伝送するデータから抽出されたＣＰから、以前
シンボルと重なる部分を除去することができる。
【００１９】
　前記ＣＰを生成する過程で、あらかじめ設定された長さから以前シンボルと重なる部分
を除外した残りの長さのＣＰを、前記移動局が伝送するデータから抽出することができる
。
【００２０】
　上記のさら他の課題を達成するために、本発明の一実施例に係る移動通信移動局は、連
続したサブフレーム伝送途中に伝送タイミング調整命令によって伝送タイミングが調節さ
れると、前記調節された伝送タイミングを基準に時間軸で次のシンボルのＣＰが以前シン
ボルと重なる部分を考慮して前記ＣＰを生成するサイクリック・プリフィックス（ＣＰ）
挿入部と、前記生成されたＣＰを含む次のシンボルを連続して伝送する無線通信部と、を
含む。
【００２１】
　前記ＣＰ挿入部は、前記移動局が伝送するデータから抽出されたＣＰから以前シンボル
と重なる部分を除去して前記次のシンボルに挿入することができる。前記ＣＰ挿入部は、
あらかじめ設定された長さから以前シンボルと重なる部分を除外した残りの長さのＣＰを
、前記移動局が伝送するデータから抽出し、抽出されたＣＰを前記次のシンボルに挿入す
ることができる。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明の実施例によれば、ＯＦＤＭＡまたは類似無線接続方式を用いる送信側でパケッ
ト伝送タイミングを調整する場合にも、受信性能の低下を防止し且つ受信複雑度を最小化
することができる。
【００２３】
　本発明に関する理解を助けるために詳細な説明の一部として含まれる添付図面は、本発
明の実施例を提供し、詳細な説明と共に本発明の技術的思想を説明する。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】ＳＣ－ＦＤＭＡ（single carrier-frequency division multiple access）方式
の送信側構造を示す図である。
【図２】送信側が伝送タイミングを調整する過程を時間軸に示す図である。
【図３】送信側が連続したパケット伝送途中に伝送タイミングを調整する過程を時間軸に
示す図である。
【図４】図３に示す衝突を回避するために、衝突区間のうち以前シンボルの部分を伝送し
ない場合を示す図である。
【図５】本発明の一実施例による伝送タイミング調節方法を示すフローチャートである。
【図６】本発明の一実施例による連続したパケット伝送方法を示すフローチャートである
。
【図７】本発明の一実施例による送信側及び受信側を示す図である。
【図８】図６の方法によって連続したパケットを伝送する過程を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、添付の図面を参照しつつ、本発明の好適な実施例を説明する。ただし、以下に例
示する本発明の実施例は様々な他の形態に変形可能であり、本発明の範囲が以下に詳述さ
れる実施例に限定されることはない。
【００２６】
　以下で、シンボルは、ＯＦＤＭシンボル、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルなどのシンボルを意
味することができ、説明の便宜上、ＯＦＤＭシンボルを例に挙げて説明する。
【００２７】
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　ＯＦＤＭＡやＳＣ－ＦＤＭＡのような多重化方式を用いるセルラー移動通信システムに
おける上りリンクで、一つのセル内で異なる移動局が同一時点に伝送するＯＦＤＭシンボ
ルを仮定する。これらのＯＦＤＭシンボルに対して基地局の受信タイミングが少なくとも
ＣＰ長内で一致しなければならない。この場合にのみ、基地局で、異なる移動局が同一時
点に異なる周波数帯域を通じて伝送したＯＦＤＭシンボルを干渉無く復調することができ
る。
【００２８】
　また、セル内に一つの移動局のみ存在するとしても、この移動局が上りリンク送信信号
を生成するのに用いる発振器（oscillator）と基地局が上りリンク信号を受信するのに用
いる発振器の周期間に誤差がある場合、移動局の送信信号生成タイミングと基地局の受信
タイミングとの誤差が時間の経過につれて増加することがある。
【００２９】
　したがって、基地局はセル内の各移動局に周期的にあるいは必要時に伝送タイミング調
整命令を伝送する。この命令を通じて基地局は移動局の伝送タイミングを一つあるいは複
数のあらかじめ定められたステップだけ早めたり遅らせたりすることができる。なお、基
地局は、各移動局が送信する信号の受信タイミングを調節する。
【００３０】
　伝送タイミング調整は、複数のＯＦＤＭシンボルからなるパケット伝送時間単位、すな
わち、サブフレーム単位で行われる。言い換えると、伝送タイミング調整は、サブフレー
ムを時間軸で一つ以上のステップだけ早めたり遅らせたりする動作のことを意味する。
【００３１】
　図２は、送信側が伝送タイミングを調整する過程を時間軸に示す図である。
【００３２】
　図２は、送信側がパケットを連続して送信しない時の例である。一連のサブフレーム伝
送が完了した後に、伝送タイミング調整命令を受信すると、サブフレーム伝送を新しく始
める前にサブフレーム開始タイミングを調節する。この場合には、シンボル間の衝突問題
が発生しない。
【００３３】
　図３は、送信側が連続してパケット伝送を行う途中に伝送タイミングを調整する過程を
時間軸に示す図である。
【００３４】
　図３に示すように、送信側がパケットを連続して伝送する途中に受信側から受信した伝
送タイミング調整命令に従うと、特に、パケット伝送タイミングを早めると、連続する２
つのパケットが衝突する区間が生じる。すなわち、伝送タイミング調整のために、前パケ
ットの最後のＯＦＤＭシンボルと次パケットの最初のＯＦＤＭシンボルとが重なり合うこ
とになる。
【００３５】
　シンボル間衝突を回避するために重なり合う部分の信号を結合して伝送する場合、前の
ＯＦＤＭシンボルと次のＯＦＤＭシンボルとが重なり合う部分でお互い干渉として作用し
て受信性能を劣化させ、好ましくない。
【００３６】
　図４は、図３に示す衝突を回避するために、衝突区間内の前シンボルの一部分を伝送し
ない場合を示す図である。
【００３７】
　図４で、送信側は、前のＯＦＤＭシンボルの重なる部分の信号を伝送しない。この場合
、受信側が受信タイミングを前のＯＦＤＭシンボルに対してあらかじめ調整しないと、前
のＯＦＤＭシンボルの信号のうち重なり合う部分を失うことになり、前のＯＦＤＭシンボ
ルの受信性能が低下する。
【００３８】
　したがって、本発明の実施例では、次のＯＦＤＭシンボルの重なる部分に対応する信号
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は伝送されない。
【００３９】
　図５は、本発明の一実施例による伝送タイミング調節方法を示すフローチャートである
。
【００４０】
　まず、連続したパケット伝送途中に受信側から伝送タイミング調整命令が受信されるか
否か判断する（Ｓ５１０）。この時、伝送タイミング調整命令を受信しなかった場合はＣ
Ｐを生成する（Ｓ５４０）。この過程で、生成されたＣＰは完全なＣＰ（complete CP）
である。生成されたＣＰは、一般ＣＰまたは拡張ＣＰでありうる。
【００４１】
　受信側から伝送タイミング調整命令を受信すると、伝送タイミング調整命令に応じて伝
送タイミングを調節する（Ｓ５２０）。
【００４２】
　続いて、送信側で調節された伝送タイミングに基づき、時間軸で次のシンボルのＣＰが
前のシンボルと重なる部分を考慮してＣＰを生成する（Ｓ５３０）。こうして生成された
ＣＰは、連続して伝送するパケットの先頭のシンボルに挿入される。好ましくは、移動局
が伝送するデータから抽出されたＣＰのうち、前シンボルと重なる部分を除去する方式で
ＣＰを生成することができる。好ましくは、あらかじめ設定された長さから前シンボルと
重なる部分を除外した残りの長さのＣＰを、移動局が伝送するデータから抽出する方式で
ＣＰを生成することもできる。
【００４３】
　図６は、本発明の一実施例による連続したパケット伝送方法を示すフローチャートであ
る。
【００４４】
　まず、連続したパケット伝送途中に受信側から伝送タイミング調整命令が受信されるか
否か判断する（Ｓ６１０）。この時、伝送タイミング調整命令を受信しなかった場合はＣ
Ｐを生成する（Ｓ６４０）。この過程で、生成されたＣＰは完全なＣＰ（complete CP）
である。生成されたＣＰは、一般ＣＰまたは拡張ＣＰでありうる。このようにして生成さ
れたＣＰは、連続して伝送するパケットの先頭のシンボルに挿入される。
【００４５】
　受信側から伝送タイミング調整命令を受信すると、伝送タイミング調整命令に応じて伝
送タイミングを調節する（Ｓ６２０）。
【００４６】
　続いて、送信側で調節された伝送タイミングを基準に時間軸で次のシンボルのＣＰが前
のシンボルと重なる部分を考慮してＣＰを生成する（Ｓ６３０）。こうして生成されたＣ
Ｐは、連続して伝送するパケットの先頭のシンボルに挿入される。
【００４７】
　続いて、生成されたＣＰを含む次のシンボルをパケットで受信側に連続して伝送する（
Ｓ６５０）。
【００４８】
　最終に、送信側が伝送するデータが格納されるバッファが空いていると、パケット伝送
手順を終了し、バッファが空いていないと、連続したパケットを伝送しながら伝送タイミ
ング調整命令が受信されるか否か判断する（Ｓ６１０）。
【００４９】
　図７は、本発明の一実施例による送信側及び受信側を示す図である。
【００５０】
　送信側７１０は、ＣＰ挿入部７１１及び無線通信部７１２を含む。さらに、送信側７１
０は、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡなどの変調方式を適用して生成されたシンボルをＣＰ
挿入部７１１に伝達する変調及び復調部（図示せず）を含むことができる。
【００５１】
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　ＣＰ挿入部７１１は、連続したサブフレーム伝送途中に伝送タイミング調整命令に応じ
て伝送タイミングが調節されると、調節された伝送タイミングを基準に時間軸で次のシン
ボルのＣＰが前のシンボルと重なる部分を考慮してＣＰを生成する。好ましくは、ＣＰ挿
入部７１１は、送信側７１０が伝送するデータから抽出されたＣＰから前のシンボルと重
なる部分を除去してそれを次のシンボルに挿入することができる。好ましくは、ＣＰ挿入
部７１１は、あらかじめ設定された長さから前シンボルと重なる部分を除外した残りの長
さのＣＰを、送信側が伝送するデータから抽出し、抽出されたＣＰを次のシンボルに挿入
することができる。
【００５２】
　無線通信部７１２は、受信側７２０から伝送タイミング調整命令を受信する。無線通信
部７１２は、ＣＰ挿入部７１１で生成されたＣＰを含む次のシンボルを受信側７２０に連
続して伝送する。
【００５３】
　図８は、図６の方法によって連続したパケットを伝送する過程を示す図である。
【００５４】
　図８で、送信側の伝送タイミング調整により２つのパケットの信号伝送区間が重なり合
う場合、時間軸上で重なり合う２つのパケットのうち、次のパケットのＣＰを含む重なり
合う部分の信号を伝送しない。この時、次のＯＦＤＭシンボルにおける前のＯＦＤＭシン
ボルと重なり合う部分がＣＰ区間に含まれ、且つ、チャネルの遅延拡散が大きくないと、
何らの受信性能の低下もなく前のＯＦＤＭシンボルと次のＯＦＤＭシンボルを受信するこ
とが可能になる。
【００５５】
　以上で説明された各実施例は、本発明の構成要素及び特徴が所定の形態で結合したもの
である。各構成要素または特徴は別の明示的言及がない限り選択的なものとして考慮しな
ければならない。各構成要素または特徴は、他の構成要素や特徴と結合しない形態で実施
することもできる。また、一部の構成要素及び／または特徴を結合して本発明の実施例を
構成することも可能である。本発明の実施例で説明される動作の順序は変更可能である。
ある実施例の一部構成や特徴は他の実施例に含まれることができ、または、他の実施例の
対応する構成または特徴に取って代わることもできる。特許請求の範囲で明示的な引用関
係にない請求項を結合して実施例を構成する、または、出願後の補正により新しい請求項
として含めることができるということは自明である。
【００５６】
　本文書では、本発明の実施例を主として移動局と基地局間のデータ送受信関係を中心に
説明した。本文書で基地局により行われると説明された特定動作は、場合によってはその
上位ノード（upper node）により行なわれることもできる。すなわち、基地局を含む複数
のネットワークノード（network nodes）からなるネットワークにおいて端末との通信の
ために行われる様々な動作は、基地局または基地局以外の他のネットワークノードにより
行われることもできるということは自明である。基地局は、固定局（fixed station）、N
ode B、eNode B（eNB）、アクセスポイント（access point）などの用語に代替可能であ
る。また、移動極は、ユーザ装置（User Equipment：UE）、端末（terminal）、移動加入
局（Mobile Subscriber Station：MSS）などの用語に代替可能である。
【００５７】
　本発明による実施例は、様々な手段、例えば、ハードウェア、ファームウェア（firmwa
re）、ソフトウェアまたはそれらの結合などにより具現することができる。ハードウェア
による具現の場合、本発明の一実施例は、一つまたはそれ以上のASICs（application spe
cific integrated circuits）、DSPs（digital signal processors）、DSPDs（digital s
ignal processing devices）、PLDs（programmable logic devices）、FPGAs（field pro
grammable gate arrays）、プロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、マイク
ロプロセッサなどにより具現することができる。
【００５８】
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　本発明の一実施例は、以上で説明された機能または動作を行うソフトウェアモジュール
、プロセス、関数などの形態で具現することもできる。ソフトウェアコードは、メモリユ
ニットに記憶してプロセッサにより駆動することができる。このメモリユニットは、プロ
セッサの内部または外部に設けられ、公知の様々な手段によりプロセッサとデータを交換
することができる。
【００５９】
　本発明は、本発明の特徴を逸脱しない範囲で他の特定の形態で具体化できるということ
は当業者にとっては自明である。したがって、上記の詳細な説明はいずれの面においても
制約的に解釈してはならず、例示的なものとして考慮しなければならない。本発明の範囲
は、添付の請求項の合理的解釈により決定しなければならず、本発明の等価的範囲内にお
ける変更はいずれも本発明の範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【００６０】
　本発明は、受信性能低下を防止し且つ受信複雑度を最小化できる送信側における伝送タ
イミング調節方法、連続したパケット伝送方法及び移動局に関するもので、ＯＦＤＭＡ及
び類似無線接続方式に用いられる移動局または基地局などの装置、及び送受信アルゴリズ
ムに適用されることができる。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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